
常緑広葉樹林（スダジイ、ウラジロガシ等）下に生える。根茎は深く地中に入り、よく分枝する。これはこの
種が、本属の中でも最北に分布することから生じた適応であろう。地下茎は暗紫色、高さ20-40cm。6-7

月、数花を総状につける。花は暗紫色で多少垂れ下がり、あまり開かない。

県内では1ヶ所で標本が採られているが、同定が困難である。再調査し、花期に標本を採集する必要があ
る。

生育地である樹林の保全が重要である。

調

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Lecanorchis  japonica  Blume var. hokurikuensis  (Masam.)
T.Hashim.

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

現状不明

■ 国内分布

本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…ホクリクムヨウラン
環境省ランク… －


